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は
。
じ め に
。
・
｀ 企 業 の 規 模 の 分 布 又 は 企 業 の 規 模 と 成 長 と の 関 係 に づ い て の 統 計 的 解 析 を
行 な い ， 理 論 の 検 証 を し よ う と す る 一 連 の 研 究 が あ る
。
……:
企 業 の 規 模 ， 個 人 の 所 得 ， 富 等 の 多 く の 変 数 の 分 布 が 観 察 上 高 度 の 歪 み の.s
・。.sI ・ ・
” ・ ’｀ 。 乙 。「
あ る 頻 度 分 布 で あ る こ と が 知 ら れ て き た
。 そ し て, こ れ ら の 分 布 は 多 ぐ の 場
今 ， 対 数 正 規 分 布 を 示 し て い る 。 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥
｀ 本 稿 で は け 企 業 の 規 模 と そ の 企 業 の 所 属 し 七 い る 産 業 内 欧 お け る 観 模 の 順
位 と め 間 に あ る パ
レ ー ト 分 布 の 係 数 ， す な わ ち ， ㈲ 変 数 の 両 対 数 表 を と れ ば
両 者 の 関 係 は 直 線 で 近 似 で き る こ と を ， 我 国 の 最 近 の デ
ー タ 及 び 入 手 可 能 な
明 治 ， 大 正 期 乃 デ
ー タ を も 解 析 し 七 実 証 す る 。 又 ，Y. 井 尻 とH.A. サ イ
モ ン （Simon,H.A. ） が 提 唱 し て い る よ う に ， 企 業 の 吸 収 ・ 合 併 の 影 響 が バ
レ
ー ト 分 布 に 与 え る 影 響 を も 合 わ せ て 研 究 す る 。 ‥ し
そ こ で ， 第1 節 で 企 業 の 規 模 と 成 長 に つ い て 全 体 の 見 通 し に つ い て 述 べ
，
ジ ブ ラ （Gibrat ） め 法 則 ， 比 例 効 果 の 法 則 ， パ レ ー ト の 法 則 に つ い て 基 礎 的
概 念 を 明 瞭 に す る 。
第2 節 で は ， 実 証 的 研 究 と し て 行 な
っ た 我 国 企 業 の 総 資 産 又 は 資 本 金 に よ
る デ ー タ の 解 析 を し そ の 統 計 的 検 定 を 行 な い 結 論 を 出 し て み ‥る
。
42
第3 節では,特に企業の吸収・合併のパレート分布への影響を調べてみる。
第4 節は，実際のパレート分布の原点に対して凹性の理論的根拠について
議論する。 丿尚
1 企業の規模と成長
企業 の 規 模と成 長 と の相関 関 係を 分 析す るには ，まず 企業 の規模を 測定 す
る尺 度が 決定 さ れる 必要 があ る。 尺 度 としては ， 総資 産 ， 純資 産 ， 従業員
数 ，売上 高 等い くつ か使 用 さ れてい る。 どの 尺度を 採 用す るかは ，使 用可 能
な デ ータの 制 約や分 析 の 目的に 応 じ て決定 さ れ るべ きであ る とい え る 。し か
し ，実際 上は ， 各尺 度 の変 数 間は 相関 係 数が 高く， 相互に 交 換可 能であ る の
でそ れ程 厳 密に 考慮 しな くて も よい とさ れてい る[24] 。我 国 の企業 の規 模 の
測定 尺度 とし て ，馬 場[3] は ， ㈲従業 員 数 ，(b)資 産 合計 ，㈲ 有形 固定 資 産 額，(d)
売 上 高，(e)資 本金( 発行済み)，(f)資本 合計 の6 つを 上げ ， 各変数 間の 相関
関 係を 分 析し てい る。 こ れら の間 で ，(a)と(b),(e)，(f),(b) と他の す べて,(c)
と(e)，(d)と(f)，(e)と(f)は 相関 係数 は0.9 以 上であ る とし てい る 。
第2 節以下 の我 々 の分 析 では ， 総資 産 ，資 本 金を 尺度 とし て 採用し てい る
が ，こ れら の変 数 間 の相関 関 係 も非 常 に 高 く交 互に 交換 可 能で あ る と し よ
う。
企業 の規 模と 成長 とり 関 係は 比例 効果 の 法 則で説 明 さ れ る。 多 く の 経 済
変 数は ，対 数 紙に プ ロ ットす る と ， 正 規 性を示 す とい り性 質をR. ジ ブ ラ(Gibrat,R.)
が 経 済学 上 の デ ータに つい て図示 し ， こ の分 布を ジ ブ ラ分 布 と
い う。 こ のジブ ラ分 布を 説 明す るた めにJ.C 。 カイ テソ(Kayteyn,J.C.)
とJ.C ． ジ ブ ラ(Gibrat) は 比 例 効果 の法 則を 提 案し た のであ る 。 比 例効
果 の法則は ，企業 の成 長 の プ ロ セス で，特 定 の時点 で 企業 が成 長す る確 率は
そ の企業 の 規模 とは 独立 であ る とい うこ とであ る。 す なわち ，大 規模 の企業
も中小 規 模 の企業 も ，特定 の期 間 にあ る 率で 成長す る 確 率は 同等 であ るこ と
であ る。
そこ で ，時 間Z に おけ る乱 数を £o 企業 の 規模をX, と表 現す る と次 の 関
係が 得ら れる。
χt－-At
万一i－亀
χt-i
す る とXc ＝( 十£t)Xt-l
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よってXs ＝Xo(l 十e)( 十心)……(I ＋b)
時間間隔を非常に小さくすれば&t も小さくなるめで上の式の対数をと る
と，logXt
＝logX, ＋log(l 十Si)十……＋10g(1 十貳) ト
≒log χo十£l十……十£l
ここでSi,Si が数多くの独立な乱数であり， 平均値m ， 分散 ♂ の同一 の
分布をなしているとする。中心極限定理よ犬引logX バt.平均値がmt, 二分散
♂Z の正規分布に，t が大きくなると近づくといえる。 そこで時間z にお け
る企業規模の分布は正規分布で近似できる。
以上のモデルは特定の種類のストカ入ディック・プロセス，すなわち，ラ1)
ソダム・ウォークに相当する6
比例効果の法則には次のような2 つの意味:がある。1.
違った企業規模のクラスに属する企業でも同じ平均値 の 成長率 が あ
る。2.
この平均値のまわりの成長率のばらつきはすべての企業規模力クラス
で同じである。
同一産業内における企業の総資産，純資産，売上高，資本金等の規模を Å
とし，その企業の規模の大きさの順位をy とするとA とN との聞に は 次 の
ような関係があることが知られている。 犬AN
β＝C β，c は定数(1)
この関係をパレート法則といい，この分布を パレート分布という。
ここで(1)式の自然対数をとる。logA
十βlogA''=logC(2)
すると(2)はlogA とlogN とについて直線マあることがわか る。 すなわ
ち，logA を縦軸,logN を横軸とする直角座標をとれば,(2)は切片がlogC
で傾きが ーβの直線である。
ここでぞ数 βは同一産業内における企業の集中度を測定する係数 と し て
用いられる。Y.
井尻とH.A. サイモンは〔9〕，米国では過去数十年での企業の吸収・
合併にもかかわらず，パレート分布の傾きで示される産業全体の集中度はほ
とんど変化しなかったとしている。
44 ・'
こ の 傾 き ， す な わ ち(1) の β の 値 の 計 測 例 は 数 多 く あ る9 ‥‥
‥
‥
‥ ‥
‥
∧ 馬 場 は 〔1 〕〔2] ，1956 ～63 年 で の ， 東 証1 部 上 場 企 業 の う ち 製 造 工 業347 社
を 標 本 と し た 場 合 ， 規 模 を 資 産 合 計 で 測 定 す る と/3 ＝0.896 で あ る と し, 又
，
産 業 中 分 類 に し た が う15 業 種 別 の 計 測 で は ， 鉄 鋼
， 機 械 ， 電 気 機 器 で β ＞1
と し て い る 。1959 ～69 年 ま で の 我 国 製 造 工 業 主 要 企 業356 社 を 標 本 と し た 場
合 に は ， 製 造 工 業 全 体 ズ 汗 β ＝0.967 と し
， 食 料 品 ， 鉄 鋼, ト 機 械 で は ＼β＞1
と い う 結 果 を 出 し で い 石 。
エ 。 。 。
‥‥‥‥ ‥ ‥ ‥
■II ♂k・-・-・。 ・- 。 － ・・ ．III ．I ・x 。IJ・ ・I ． ■
今,logA ＝(x,logN ＝n
，logG ＝ で と お ぐ と(1) 式 は
い
…… … …… … …
α 十 βn ゜ca. β ＞O ダ: 十 ▽ …… … … … … … ……
こ こ で ， （ が
プ
定 で,a とn が 変 数 で あ る と 仮 定 す れ ば β ＝1=
ダ と 年 に 牒 ，a
と 刀 と は 比 例 し て 変 化 す る 。 も し β＞1 な ら ば
α はn ダ 変 化 率 よ ケ 沃 き
く ， βく1 な ら ば
α はn の 変 化 率 よ り も 小 さ く 変 動 す る: 。レユレ▽ に ＼… …= 犬 づ
レ こ の ＼こ と はy 企 業 規 模 の 拡 大 が β 中1 の と き 腸 牒 ， 床 企 業T で も 中 小 企 業 で
も 同 じ で あ り ， 企 業 の 規 模 と 成 長 率 と は 独 立 で あ る の で 比 例 効 果 の 法 則 が 成
立 す る こ と を 意 味 し て い る 。 …
…し … …へ …
… … …=l …
… づ ……… …こ一万。犬
。 い
β ＞1 な ら ば 大 規 模 の 企 業 の 方 が 高 い 成 長 率 ， β＜1 な ら, 小 規 模 り 企 業 が よ
や
。
高 ト 成 長 率 で あ る こ
∧と 昇 た る6: ニ＼ ニ1= 十 丿……'ベ ニ ン 犬 … …万= ▽
2 我国企業 のパレート分布 ぺ｀’1万 ＞プ 。‘
表1 ，2 の よ うに 我 国 の非 金融業 の産業 別分 類に 基づ く企業 の規 模 と順位
の相関 関 係を 分 析 した6 卜 白 ‥ ‥‥j △‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ フ。／I-
㎜
原 デ ータは ， 滝 沢菊 太 郎〔26〕に よる 昭和41 年10 月1 日 現在 の資 本 金-*-億^円4
）
以 上 の非 金融 業 全 体1,063 社 の うち の一 部 であ る。＼同一 産業 懲も上 場 会 社 ，
非上 場 会社 に 分 類 さ れて い る 原デ ノータ よ り上場 会 社 の デ こ 匁の みを 分 析 の対
象 とし た。 又 ， 測定 の尺度 とし て 総資産 に よる場 合と 資 本 金に よ,る 場合 と,を
列 挙し たが ， 原 デ ータの 都合上 ， 総資 産に よる場 合は813 社 ， 資 本 金に よる
も のが812 社 とな った ，上 場会 社813 の うち724 社（or,.1oy）は一 部上 場会 社 で
あ る。
表1 の資 本 金 に よる パレ ート分 布の特 性につ い て述 づ る。 ／
パレ ー ト分 布 の資 本金を 表 現し てい る 縦軸 と の交点 ，す なわ ち 切片 につい
ては 次 のよ うに な る。 切片 の最低 値は 倉庫業 の0.3571354 μ01 であ力 ，そ の
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標 準 偏 差 は0.4432157 £ －0:L で あ り ， 最 大 値 は 鉄 鋼 業 の0.5600360 £01 で 標
準 偏 差 は0.5821864 £ －01 で あ る 。又, 全 産 業813 社 に つ い て は0.6088601 £01
で 標 準 偏 差0.1156159 五 一01 で あ り ， 切 片 は 最 大 値 を と る 鉄 鋼 業 の 値 よ り大
き い,こ。と が い え る 。 十
パ レ ー ド 分 布 の 傾 き を 示 す パ レ ー ト 係 数 の 値 乱 絶 対 値 の 最 大 値 は 電 力 ・
ガ ス 産 業 の-0.1885677 £01 で 標 準 偏 差 は0.3286048 £00 で あ る 。 同 様 に 最
低 値 は 倉 庫 業 の －0.5728541 £00 で 標 準 偏 差 は0.6476331 £ －01 で あ る 。z
値 の 検 定 に つ い て は 水 産 業 で は ，5 ％ の 有 意 水 準 で 有 意 と な り ， 他 の 産6)
業 で は 全 部1 ％ で 有 意 と な る
○・
大企 業 の 規 模 と 順 位 と の 間 の 相 関 係 数 の2 乗 で あ る 決 定 係 数 も 食 料 品 で は0.4978215^00
で あ り 最 低 値 を と り ， 窯 業 で0.9880022 £00 と な り 最 大 で あ
る 。 ノ
表2 の 総 資 産 に よ る パ レ ー ド分 布 の 特 性 に つ い て は レ 切 片 の 最 低 値 が 倉 庫
業 の0.2348395 £01 で 標 準 偏 差0.1580415 £00 で あ り=い 最 大 値 が 輸 送 用 機 器
の0.5218430 £01 で 標 準 偏 差0.9043872 £-01 で あ る 。 全 産 業 に つ い て は ，0.5372371
£01 標 準 偏 差0.2408928 £ －01 で 切 片 の 値 は 産 業 別 の 最 大 値 で あ
る 輸 送 用 機 器 の 場 合 よ り 大 で あ る 。
パ レ ー ト 係 数 は 最 大 の 傾 き は 運 輸 業 の-0.2245766 £01, 標 準 偏 差0.1197246
£00 で あ る 。 最 低 値 は 倉 庫 業 の －0.6842580 £00, 標 準 偏 差0.1107327
£00 で あ る 。
■ ■ ■z
値 の 検 定 に つ い て は ， 資 本 金 に よ る 場 合 と 全 く 同 様 に 水 産 業 で は5 ％ で
有 意 で あ り ， 他 の 全 産 業 で は1 ％ で 有 意 で あ る 。
決 定 係 数 の 最 小 値 は 水 産 業 の-0.6932693 £00 で あ り ， そ の 他 工 業 の0.99'2963
ど00 が 最 大 で あ る 。 十
以 上 の こ と よ り ， 資 本 金 に よ る 場 合 と 総 資 産 に よ る 場 合 と で は ， 当 然 の こ
と な が ら ， パ レ ー ト分 布 の 切 片 や 傾 き は 異 な っ て く る し ，t 値 や 決 定 係 数 も
違 っ て く る 。 し か し な が ら 乙値 の 検 定 で は 両 者 と も 水 産 業 は5 ％ で 有 意 で あ，
り ， 他 産 業 は1 ％ で 有 意 と な り 同 じ で あ る 。 ＝
表1,2 の デ ー タ は ク ね ス セ ク シ ョ ソ に よ る も の で あ る の で ， パ レ ー ト分
布 は 時 間 の 変 化 に 対 し て ど の よ う に 移 動 す る か を 調 べ て み る 必 要 が あ る 。
犬そ こ
で ， 中 村 青 志〔17 〕○ 明 治29 年 上 期 ， 明 治44 年 上 期 ， 大 正3 年 下 期 ， 大
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正8 年下期，昭和4 年下期，昭和n 年下期，昭和15年下期，昭和30年下期。7
）
昭和40年下期，昭和47年下斯の10回分のデータを基にして分析をした。
これが表3 の全産業上位100 社の総資産によるパレート分布の特性である。
切片は明治29年上期の0.3796610^01, 標準偏差0.3400236 £－01 を最 低
値としてレ昭和15年下期まで7 回連続で上昇し， 昭和30年下期で0.124 程 下
がり，モれ以後昭和47年下期の最大値0.652388E01, 標準偏差0.1941350 £
－01 まで3 期連続して上昇している。又，昭和47年下期のパレート分布は図3
で示している。
パレート係数は，明治29 年上期の －0.7344465 £00, 標準偏差0.2086285
£－01 から上下の変動を続け，昭和30年下期で絶対値の最小値 －0.5170708E00,
標準偏差0.6333888 £－01 をとり，明治44 年 上期で－0.9726009 £00,
標準偏差0.2086285 £－01 である。z
値については全期間にわたって5 ％で有意である。
決定係数は全部が0.92 以上でありかなり高い相関関係を示している。
前述のように，Y. 井尻とH.A. サイモンは，パレート分布の傾きは米
国では√過去数十年間，ほとんど変化しなかったとしている。このことは上
述のようにパレート係数の値が期間によって変動していることから必ずしも
ほとんど変化しないとはいえないことがわかる。
企業の吸収・合併の企業集中への効果の調査では，昭和45年の全産業上位100
社の分析をした。吸収・合併前後のパレート分布の特性の変化は，切片，
パレート係数に若干の変化かおるもののz 値の検定では表4 のように両方と
も10/ で有意であり，又，図4 のように吸収・合併前の分布の方がより内側
表1 資本金によるパレート分布の特性
/ 切 片(標準偏差) パレート係数(標準偏差) Z値 決定係数 企業数
水 産 業
0.4319342
£01(0.1782659
万一00)－0.1297042
£01(0.3277687
万一00)
＊
－0.3957 £01 0.7965315£00 6
鉱 林 業 0.4424161
£01(0.5846112
£→1) －0.1201785
£01(0.7412481
£－01)
**
－0.1621 £02 0.9633510£00 12
建 設 業 0.4447717
万01(0.2344966
万一01)－0.8149996
£00(0.1694490
£－01)
**
－0.4810 £02 0.9776017£00 55
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食 料 品 0.4536715万01(G.1902327
万一00)－0.9580984
£00(0.1450675
£－00)
**
-0.6604E01 0.4978215£00 46
繊 維 0.4864229召01(0.3480269£－01)
－0.1148047万01(0.2653981
万一01)
**
-0.4326 £02 0.9770262£00 46
パルプ・紙 0.4068142£01(0.4694479
召－01) -0,6440659,5:00(0.4609385万一 1)
**
－0.1397 £02 0.9070602£00 22
化学・石油
0.5055186
£01(0.3511097
万一01)
－0.9547539£00(0.2103220
曰-01)
**
－0.4593 £02 0.9502043£00 no
ゴ ム 0.4011201£01(0.3118942
万一01)
－0.7589827E00(0.4318903
£－01)
**
－0.1757 £02 0.9747509£00 10
窯 業 0.4572240jE:01(0.2503292£－01) -0.1073676£01(0.2125016£－01)
**
－0.5053 £02 0.9880022£00 33
鉄 鋼 0.5600360£01(0.5821864
£-01)
－0.1617365£01(0.4501291
£-01)
**
－0.3593 £02 0.9684934£00 44
非 鉄金 属 0.4824445£01(0.1248390
£－00)
-0.1138111 £00(0.1168543
万-00)
**
－0.9740 £01 0.8048440£00 25
金 属 製 品 0.3732529£01(0.4518694
万一01)
－0.7259526£00(0.5522000
£－01)
**
－0.1315 £02 0.9401609£00 13
一 般 機 械
0.4469213
万01(0.3541532
万一01)
-0.7870045 £00(0.2449564
万一01)
**
-0.3213 £02 0.9433377£00 64
電 気 機 器 0.5207101
£01(0.253408
認 －01)
－0.1193828£01(0.1677197
万一01)
**
－0.6789 £02 0.9844096£00 75
輸送用機器
0.5303218
£01(0.8188063
万-01)
-0.1362629 £01(0.6202884
£－01)
**
-0.2616 £02 0.9383023£00 47
精 密 機 器
0.3991555
£01(0.6307524
£－01)
－0.7659660£00(0.7037789
£－01)
**
-0.1088 £02 0.8942998£00 16
その他工業
0.414456
£01(0.7081729
£－01)
-0.9885280£00(0.8122611
£－01)
**
－0.1217 £02 0.9193094£00 15
不 動 産
0.4315262
£01(0.7269871
£－01)
－0.1309023£01(0.9217715
£－01)
**
－0.1420 £02 0.9527575£00 12
運 輸 0.5078242
£01(0.9057707
£－01)
－0.1121005£01(0.6861681
£-01)
**
－0.1634 £02 0.8557238£00 47
48
倉 庫
0.3571354
£01(0.4432157
£→1)
-0. 28541 £00(0.6476331
£－01)
**
－0.8845jE;01 0.9178741 £00 9
電力・ガス 0.5896252 万01(0.2945077
万一00)
－0.1885677 £01(0.3286048
£－00)
**
-0.5738 £01 0.7016762 £00 16
通 信 0.3918159
£01(0.1234670
£→O)
－0.1312953 £01(0.2553132
£－09)
**
－0.5143 £01 O.898il89 £00 5
商 業 0.4790138 £01(0.2752901
万一01)
－0.1003310 £01(0.1887630
万一01)
**
－0.5315 £02 0.9778479 £00 66
サービス業 0.4012526 £01(0.6848055
£－01)
－0.7361226 £00(0.7119912
万一01)
**
－0.1034 £02 0.8627812 £00 19
全 産 業 0.6088601 £01(0.1156159
£－01)
－0.1048750 £01(0.4598036
£－02)
**
－0.nO6 £03 0.9846506 £00 813
?
?
?
( 昭 和45 年)
＊ は5 ％ で有意, ＊*は1 ％ で有 意 であ るこ とを 意味 す る。
パレー ト係 数 とい うの はパレ ート分布 を なす直 線の傾 きの ことで あ る。
切片 は縦軸 に資 本 金， 横軸 に順 位 を とっ た場合 の縦軸 との パレ ー ト分布 の交点 で あ る。S
・- ・ ・表2
総 資 産 額 に よ る パ レ ー ト 分 布 の 特 性
ノ 切 片(標準偏差) パレート係数(標準偏差) Z値 決定係数 企業数
水 産 業
0.3559743
£01(0.3111482
£－00)
－0.1720178£01(0.5720927JS:
一呵
＊
－0.3007 £01 0.6932693£00 6
鉱 林 業 0.3058844
£01(o.egisose
£－oi)
－0.774851£00(0.8765274
万一01)
**
－0.8840 £02 0.8865507£00 12-
建 設 業
0.3783957
£01(0.4972794
£－01)－0.9361353JS:00(0.3593378£－01)
**
－0.2605 £02 0.9275656£00 55
食 料 品 0.3349853
£01(0.5685893ii
→1)
－0.8509960£00(0.4335945
£－01)
**
－0.1963E02 0.8974821£00 46
繊 維 0.3943018
£01(0.6460458
万一01)－0.1249291
£00(0.4926616
£－01)
**
-0.2536E02 0.9359558£00 46
パルプ・紙 0.3340491
£01(0.6207833
£－01)
－0.8822689£00(0.6095308
万一01)
**
－0.1U7 £02 0.9128569£00 22
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化学・石油 0.4094684 £01(0.5375545
万一01)
－0,1021605 £01(0.3220064
£－01)
**
－0.3173 £02 0.9031030 £00 no
ゴ ム 0.3199393 £01(0.6164018
£－01)
-0. 220771 £01.(O.8535516JE;
－O1)
**
－0.1430 £02 0.9623628 £00 10
窯 業 0.3402438 £01(0.49026645:
－01)
－0.1026909 £01(0.4182171
£－01)
**
－0.2455 £02 0.9510990 £00 33
鉄 鋼 0.4484042 £01(0.4546152
£－01)
－0.1602933 £01(0.3514949
£－01)
－0.4560 £01 0.9802039 £00 44
非 鉄 金 属 0.3717639 £01(0.1239208
£－00)
－0.1090154 £01(0.1177552
£－00)
**
-0.9258 £01 0.7957404 £00 24
金 属 製 品 0.2773758 £01(0.3639483
£－01)
－0.8759183 £00(0.4447574
£－01j
..**
－0.1969 £02 0.9724219 £00 13
一 般 機 械 0.3551233 £01(0.3091108
£－01)
－0.9414873 £00(0.2138020
£－01)
**
－0.4404 £02 0.9690167 £00 64
電 気 機 器 0.4179061
£01(0.2780667
£→1)
- .1254203 £01(0.1840398
£－01)
**
－0.6815 £02 0.9845250 £00 75
輸送用機器 0.5218430 £01(0.9043872
£－01)
-0.1949979 £01(0.6851202
£－01)
**
-0.2846 £02 0.9473731 £｀ 00 47
精 密 機 器 0.2869383 £01(0.7203388
£－01)
－0.8036988 £00(0.803737
£－01)
**
－0.lOOO £02 0.8771830 £00 16
その他工業
0.3134356
£01
ぐ0.7983643£→1 ）
-0.1142509 £01(0.9157085
£-01)
**
－0.1248 £02 0.992963 £00 15
不 動 産 0.3492275 £01(0.9136331
£－01)
－0.1613280 £01(0.1158427
£→O)
**
－0.1393 £02 0.gsogers£oo 12
運 輸 0.5672827 £01(0.1580415
£－00) －0.2245766
£01(0.1197246
£00)
**-0.1876
£02 0.8557238 £'00 47
倉 庫 0.2348395 £01(0.7578123
万一01)
－0.6842580 £00(0.1107327
£00)
**
-0.6179 £01 0.8450709 £00 9
電力・ガス 0.4607089
£01(2938126
£00)
－0.1963031 £01(0.3278292
£00)
**
-0.5988 £01 0.7191893 £00 16
通 信 0.2670289 £01(0.2312602
£－01)
－0.U29H9E01(0.4782150
£－01)
**
-0.2990 £02 0.9966558 £00 5
50
商 業 0.4691484^01(0.6298584
£－01)
二〇.1474870£01(4318862
£01)
**
－0.3415 £02 0.9479759 £00 65
サ ービ ス業 0.2778701 £01(0.1383238
£00)
－0.9274290 £00(0.1438150
£00 ）
** 、
－0.6449 £01 0.7098290 召00 19
全 産 業 0.5372371£01(0.2408928
£－01)
－0.11 7081 £01{0.9582289
£－02)
**
－0.1239jE:031 －9498674£00 812
(昭和45年)
以上のデータは文献じ26〕にあるものを分析した。原データは昭和45年10月1 日の資本金10億
円以上の大企業の業種別一覧表である。
なお，非鉄金属で資本金によるデータは25社であり，総資産によるものは24社であるが，こ
れは1 社の総資産が昭和45年で不明であるためである。
表3 全産業上位100 社 の総資産 によるパレ ート分布 の特 性
二 切 片(標準偏差) パレ ート係数(標準偏差) f イ直 決 定係数
明治29 年上期 0.3796610 £01(o.3400236
£－01)
-0.7344465 £00(o.2086285
£－01)
**
－0.3520 £02 0.9267188 £00
明治44 年上期 0.5043635 £01(o.3127864
£－01)
－0.9726009 £00(O.1919227
£－01)
ネ*－0.5068 £02 0.9632452 £00
大正3 年下期 0.5120367 £01(o.3479775
£－01)
-0.9114590 £00(0.2135088
£－01)
**
－0.4269 £02 0.9489726 £00
大正8 年下期 0.5555841 £01(0.3342266
£－01)
→.8312292 £00(O.2050716
£－01)
**
－0.4053 £02 0.9437131 £00
昭和4 年下期 0.5682693 £01(0.3391756
£－01) －0.7039232
£00(a208108
£－01)
**-0.3382
£02 0.9211150 £00
珊 和11 年下期 0.5918293 £;01(0.2550479
£－01)
－0.7835360 £00((.1564899
£－01)
**-0.5007
£02 0.9623840 £00
昭和15 年下期 0.6301711 £01(0.2187489
£－01)
→.7763443 £00(0.1342179
£－01)
**
－O.SlSiE02 0.9715466 £00
昭和30 年下期 0.5067385 £01(o.1032300
£-)1)
－ .5170708 £00(O.6333888
£－02)
**
－0.8164 £02 0.9855137 £00
昭和40 年下期 0.6005226 £01(0.1768328
£－01)
－0.6472826 £00(O.1084994
£－01)
**
－0.5996 £02 0.9732102 £00
昭和47 年下期 0.6523884 £01(0.1941350
£－01)
→.7157736 £00(0.119115
£－01)
**
－0.6009 £02 0.9735810 £00
原デ ータ文献[17] を分析し た。
資産(10
億ドル)
S10.0
＄1.0
S0.1
S0.01
図1
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102030501002003005001000
順位
実曲線:1969 年12月31日付の実際の規模一順位の関係
破曲線:1948 －69年の吸収・合併の影響を除いたときの1969年12月31日の推定の
規模り 畷位の関係
実直線：実際のデータ（10番目と831番目の規模とを結んだ）への理論的 な 規模
一順位の関係（パレート分布）
破直線：推定される吸収・合併ぬきのデータに対して後は実直線と同じ
文献DO ⊃p.317より。
① ここでの資産は総資産から減価償却を除いた数値である。
② 最初の9 社は極端なケースを除いて統計値を処理するため略してある。
51
52
に分布している。
表4 全産業上位100社の資本金によるパレート分布の特性
二 切 片(標準偏差) パレート係数(標準偏差) Z 値 決定係数
前
0.5603865
£01(o.2225714
£→1)
－0.7513371£00(0.1365632
万一〇1)
**
－0.5502E02 0.9686441£00
後 0.5566446
£01(0.2600008
£－01)
－0.7427101£00(0.1595288
万一O1)
**
－0.i656E02 0.9567449£00
原デ ータ文献〔5 〕を分析した。 (昭和45年)
3 パレ トー分布と吸収・合併Y.
井尻とH.A. サイモy[10] はパレート分布が，直線ではなく，原点
に凹であるとしている。十
こめ理由は2 つある。ダ1つは，企業成長の規模の増加が指数的な低下をす
ることであり，この指数的な低下が増える程，パレート分布の凹性は高くな
る。もう1 つは企業の吸収・合併の効果である。
パレート分布の形状について，彼らは，減価償却後の総資産による順位をFortune
のデータ831社について図示している( 図1) 。この図は原点に凹で
あり， 上位100社くらいまでは直線で近似できるがそれ以後めデータは直線
で近似するというより，曲線で近以しか方が適切と考えられる。又，第100
番目あたりの企業の実曲線で示される実際の規模は，実直線から推定される
理論的規模の2 倍くらいもある。
第100番目力企業の実際の資産は10億1 千万ドルであるのに対し，理論的
8)
な 資 産 は5 億 ドル で あ る こ と か ら わ か る 。
実際の規模の理論的規模に対する比率は規模分散と呼ばれるが，中規模の
企業は小規模又は大規模の企業に比較してこの規模分散は大きくなることが
図よりいえる。 ‥ ユ
我国のデータについうご/は， 図2 のように√ 総資産額 に よる全産業の上位812
社のケースかおる。こ の図はY レ井尻とH ．A. サイモンの図より若干
違った分布をしている。 すなわち， 上位500社くらいまでは直線で近似でき
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図2 全産業812社め総資産額によるパレート分布
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図3 昭和47年度下期全産業上位100社の総資産によるパレート分布
log 順位
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図4 吸収・合併前後のパレ ート分布（昭和45年，資本金による上位100社）
1
log 順 位
るが，それ以後812社までを含めると曲線でしか近似できない と 考
え ら れ
る。
この日米両国の企業規模の分布の違いの原因は現段階では必ずしも明瞭で
はなく，今後の研究を要すると思われる。しかしどちらにして乱 パレート
分布は原点に対して凹であることは図より明瞭である。そこで我国りデータ
について，吸収・合併の効果のある場合とない場合とにデータを分類して比
較してみる必要がある。しかしながら，我国の企業規模や吸収・合併前後の
デ ターは上述の812 社の場合示されていないため，公正取引委員会の資本金
56
による上位100社の例を上げる。これが図4 である。この図では，上位100社
に近いデータについて，吸収・合併前後の差異があらわれるが，もっと上位
の企業についてはその差はほとんど明瞭ではない。しかしながら吸収・合併
は企業規模についてのパレート分布の凹性を高めていることは確実であると
いえる。
4 パレ トー分布の凹性の説明 レニ
パレート分布が実証的データに基づくと曲線で近似される
べた。，
ことは前節で述
そこで，こめ分布が2 次曲線で以下のように定式化される,としよう。logA
＝logC －βlogy 十工)(logN)(3) ＼
この曲線のlogX についての2 階の導関数は 犬
^^(logA)
d(logN)
＝ £ ）
この値j:)が正であれば(3)は下に凸な曲線であり.D が 負であると下に凹
な曲線，すなわち前節の図のようになる。Y.
井尻とH.A. サイモンはこの凹性のあるパレート分布を近似するた
めの分布を導き出すシミュレ シーョンを以下の手続きで行なっている[21]。1.
初期条件として，産業の中にいくつかの企業があり，各企業は単位規
模と1 の荷重を持つとする。この荷重は各企業の他企業と比較した相対
的な潜在的成長率とする。
・■ I「2.時間tfX ，Aj，O……＼こ対して単位規模だげランダムに選択さ れた 企
業が成長する。 ニ3.
新規企業が単位規模だけ獲得して産業に新規参入する確率は，ある時
間Z で一定であり，これをαとする。4.
時間Z における単位規模の増加は既存企業にもふりむけられ，その確
率は特定企業の荷重の産業全体の荷重に対する割合に比例する。
犬5. 新規企業の荷重が1 となるか又は，既存企業が選択されたなら，既存
‥ 企業の荷重はパラメーターγを乗じただけ割引され，その後に単位規模
が増加する。
：このγの値によって・｀゛ レート分布は下のように変化する … …
γ＜i パレート分布は下に凹
γニi
γ＞1
?
?
直線
下に凸
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そして｜γ－il の値が大きいほど分布の曲率は高くなる。パレート分布が
下に凹であって， ＜i であることは， より新しく成長した企業の方が同じ
規模の早くから成長した企業に比較してより高い成長率があることを意味し
ている。すなわち，同じ規模ならば，新規企業が先発企業より成長力がある
ということである。
このようにパレート分布の凹性は成長プロセスに自己相関を導入すること
により理論的なパレート分布の修正ができ説明可能であることがわかる。
お わ り に
以上のように我国企業のデータ(O解析・検定を通じて，パレー
ノト分布の特
性は記述できたといえる。 ニ
しかしながら，データの制約が大変大きいので必ずしも納得のいく研究と
はいえなく，今後の検討を要すると思われる。 ‾ …:…
特に，企業の吸収・合併の影響の分析は，影響前と後とは区別懲きるけれ
ど乱 他の条件が動きやすくて√非常に強い仮定を設定してデータを解析し
ないと処理できない。
■ ■■
ス，企業戦略としての製品政策や多角化戦略が，企業の規模りパレート分
布に与える影響も今後研究する必要がある。 二 十 ト
企業行動，企業成長の理論の一環として,丿企業規模の持つ全体的な特性，
傾向法則を踏まえることはより広汎な範囲の企業の一般理論の構築のために
大いに役立つといえる。 ・｀ ▽
（付記） 本 稿の作成にあ た り， データ収集につ き東京大学 の中村 青志氏に 助力をい
ただいた ことを感 謝し ます。又 ，同 大の電 子計算機 セソ・ター のMELCOM370 を。利
用させてい ただいた こ とに も合わせて謝意を表し ますレ
犬
注1
） ランダム・クォークは，単純な型では，等時間間隔ごとに，一方向へと他方向へ移動する
確率が各々P ，q（♪＋q－Y）で与えられたときの径路の確率過程である。
等時間間隔という制約を緩めて時間間隔も確率変数とすると，分子間衝突にようておこる
ブラウン運動に発展する。文献〔25〕。2
） このことは規模の経済で取り扱われる関係と同一である。文献〔0 を参照。成長率は規模
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と独立 で あ る とい うジ プ ラの法 則 か ら パレ ート法 則が 導 かれ る ことはH.A. サイ モンに よ り
示 さ れ てい る〔20 〕。
■ ■ ■3
） 他 に 乱 今 井賢一〔13 〕〔14 ⊃が あ り，1918 －1929 年 の 鉄鋼業 で は β=0.88 であ り，1953 －1963
年で は β=0.98 とし てい る。 な 紅 彼 らの測 定で は， 縦 軸 に企業 数の パー セン ト， 横
軸 に 資産額 の パー セン ト が とっ てあ る ため β の値 は全 部 正に な る。我 々 は，Y. 井尻 とH.A ．
サイ モン と同様 に縦 軸 に企業 規 模，横 軸 に順 位 を とっ てい る ため傾 きは負 の 値に な る。 又 ，
対数 は彼 らはIOg2 単位 で表 現し てい るが， 我 々 はlogio 単 位で あ る。4
）1,063 社の うち685 社が工業 であ り，98 社 が商業 ， 運 輸業 が75 社， 建設 業 が63 社， サ ービ ス
業 が38 社 。 電力 ・ガ スが31 社 ，不 動 産業 が26 社 ，鉱 ・林業19 社 ，倉 庫業11 社， 通 信業11 社，
水産業6 社 であ る。5
） 通常 の表示 と同様 に，0.4432157 £'－01 はE －Ql が10-^ を か け るこ とを 意味 す る の で，0.4432157
×10-^=0.04432157 で あ る。6
）t 検 定 は平均 値の差 の 検定 であ る。7
） 原デ ータの 期間 が均 一 で ない の は， デ ¬夕作成 に あ た り入 手 不能 であ
う だ ためで あ る。8
） 吸収 ・合 併 前が後 の 内側 に位 置し てい るとはか ぎ らな く， 吸収 ・合併 に は パレ ート分布 の
型 を変化 さ せ る機能 が あ る6 こ
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